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　はじめに

　　・ 本書はリリース直前のバージョンについて新機能を紹介するものです。
本書の内容は、バージョン10.3のリリース後に予告無く改訂される場合があります。

　　・ 本書の内容に関するお問い合わせは、シナプスイノベーション　Unifaceサポートサイトの
お問い合わせフォームよりお寄せください。
URLは下記の通りです。
https://www.synapse-i.jp/uniface-support/uniface-form

https://www.synapse-i.jp/uniface-support/uniface-form


　１．スニペットを利用する

開発環境で任意のプロジェクトを開き、コンポーネントを選択、開きます。
ここではフォームのレイアウトエディタを開いています。



「Ｗｒｉｔｅ Script」を選択後、任意のフィールドを選択すると、そのフィールドのスクリプトエディタが表示されます。



画面左側に「Snippets」タブが表示されており、フォーム用標準スニペットライブラリ「USCRIPT_FRM」の内容が一覧表示されています。
ここでは、フィールド用の「[fld] trigger loseFocus」を右クリックし、「Insert into Script」の下にある「In Main Editor」を選択します。



すると、カーソルの位置に選択したスニペットのコードが挿入されます。



　２．スニペットの定義内容について

スニペットの定義は、スニペットライブラリというオブジェクトに登録されています。
ここでは、先程使用していたフォーム用の標準ライブラリである「USCRIPT_FRM」の内容を確認します。



「[fld] trigger loseFocus」を選択し、「Write Script」に切り替えます。



スクリプトエディタには、先程フィールドのトリガとして挿入された内容が記述されています。

スニペットライブラリ内の各コードは任意で変更が可能ですが、標準ライブラリは環境全体で参照しますので、
次章に記載する方法で自環境用のライブラリを作成し、スニペットを追加してください。



　３．スニペットライブラリの新規作成

スニペットは、標準のライブラリを利用するだけではなく新たにライブラリを作成し、追加することが可能です。
まず、既存のプロジェクトを開くか新たにプロジェクトを作成します。ここでは既存の「TEST01」プロジェクトを開いています。
プロジェクトを開いたら、「Templates」タブの一覧から「Snippet library」を右クリックし「Insert into Structure」を選択します。



プロジェクトのオブジェクト一覧に「ULIBSNP_1」という名前で空のスニペットライブラリが追加されます。



名前を「TESTSNP01」に変更し、右クリックメニューから「Open」を選択します。



タブが開いたら、「Templates」の「Empty ProcScript snippet」を右クリックして「Insert into Structure」を選択します。



新しいスニペットがライブラリの下に追加されます。



「Write Script」に切り替えて追加されたスニペットを選択すると、任意のコードを入力することができます。
ここでは、$statusの値をチェックするコードを記述してみます。



また、右側に表示されているプロパティシートでスニペットの名前や表示名を変更することができます。
「Alternative Name」は表示名（「Snippets」に表示される名前）です。
「Alternative Name」、「Description」には日本語も入力できます。



それでは、追加したスニペットを早速使ってみます。
フォーム「TESTFRM01」を開き、フィールドのスクリプトエディタを開きます。
loseFocusトリガに記述されたretrieve/eの後に、エラーチェック処理を挿入します。



「Snippets」の「libsnp:」をクリックすると、スニペットライブラリの一覧が表示されます。
この中で、先程作成した「TESTSNP01」を選択します。



選択すると、「Snippets」の「Alternative Name」に先程名前を付けた「エラーチェック」が表示されます。



標準ライブラリの場合と同じく、ここでも「エラーチェック」を右クリックして「Insert into Script」→「In Main Editor」を選択します。



定義したコードがスクリプトエディタに展開されます。



　４．最後に

スニペットライブラリは、同じ処理を複数個所で使いたいが、グローバルPROCやサービスに切り出す程ではない簡単なコードをまとめ、
再利用する為のインタフェースを提供します。
また、コードの内容はPROCスクリプト以外にも、JavaScriptやダイナミックサーバページのレイアウトで利用するHTMLタグも
1つのライブラリにまとめることが可能です。
まだ追加されたばかりの機能ですが、これまでテキストファイルや他画面からのコピー／ペーストに頼っていたものを体系的に
管理できますので、きっと皆さんのお役に立てると思います。
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